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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

知床硫黄山・羅臼岳・天頂山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

知床硫黄山・羅臼岳・天頂山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された知床硫黄山・羅臼岳・天頂山周辺のデータについて干渉

処理を行ったので報告する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道及び南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような

位相変化は検出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）を元にした DEHM を、地形の描画

には数値地図 25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げま

す。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

3



第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

知床硫黄山・羅臼岳・天頂山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

A                      B  

第１図 パス 114(SM1_U2_8)及びパス 120(SM2_FP6_4)による知床硫黄山・羅臼岳・天頂山周辺の干

渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

114-910(SM1_U2_8) 北行 左 39.7° 2015.10.12 2018.11.05 第 1 図-A 

120-870(SM2_FP6_4) 北行 右 31.1° 2015.08.19 2018.08.15 第 1 図-B 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

摩周 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

摩周における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された摩周周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお，各干渉解析結果について，対流圏遅延補正などは行っていないため，ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは，火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて，宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは，防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また，処理の過程や結果の描画においては，国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

摩周 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

A                       B 

第１図 パス 16(SM1_U2_9)及びパス 115(SM1_U2_7)による摩周周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

16-2740(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2015.10.12 2018.09.10 第 1 図-A 

115-900(SM1_U2_7) 北行 左 36.3° 2016.05.14 2018.06.09 第 1 図-B 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

丸山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

丸山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された丸山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

7



第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

丸山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

第 1 図 パス 17(SM1-U2_8)による丸山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

17-2740(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.10.03 2018.09.01 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

利尻山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

利尻山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された利尻山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

利尻山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

第 1 図 パス 19(SM1-U2_6)による利尻山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

19-2700(SM1_U2_6) 南行 右 32.4° 2015.09.01 2018.10.23 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

恵庭岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

恵庭岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された恵庭岳周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）を元にした DEHM を、地形の描画

には数値地図 25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げま

す。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

恵庭岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第１図 パス 116(SM1_U2_9)による恵庭岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。丸印は GNSS 観測点を示す。ノイズレベルを超えるような位相

変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

116-890(SM1_U2_9) 北行 左 43.0° 2015.10.22 2018.10.04 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

羊蹄山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

羊蹄山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された羊蹄山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道及び南行軌道の長期ペアについて解析を行った。パス 19（第 1図-A）では山頂

付近に衛星視線方向伸長の位相変化が認められるが、気象ノイズによる可能性がある。パ

ス 124（第 2図-B）ではノイズレベルを超えるような位相変化は検出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

山頂付近に衛星視線方向伸長の位相変化が認められるが、気象ノイズによる可能性が

ある。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

羊蹄山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

A                      B  

 

第１図 パス 19(SM1_U2_6)及びパス 124(SM1_U2_9)による羊蹄山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。A では山頂付近に衛星視線方向伸長の位相変化が認められるが、

気象ノイズによる可能性がある。B ではノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

19-2750(SM1_U2_6) 南行 右 32.3° 2015.09.01 2018.10.23 第 1 図-A 

124-840(SM1_U2_9) 北行 右 42.9° 2015.04.21 2018.04.17 第 1 図-B 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

ニセコ 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

ニセコにおける SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像されたニセコ周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

15



第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

ニセコ 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

A                      B  

 

第１図 パス 19(SM1_U2_6)によるニセコ周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

19-2750(SM1_U2_6) 南行 右 32.3° 2015.09.01 2018.10.23 第 1 図-A 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

渡島大島 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

渡島大島における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された渡島大島周辺のデータについて干渉処理を行ったので報

告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

渡島大島 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
第 1 図 パス 19(SM1-U2_9)による渡島大島周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

19-2780(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.09.29 2018.08.28 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

茂世路岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

茂世路岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された茂世路岳周辺のデータについて干渉処理を行ったので報

告する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

茂世路岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

 
 

第１図 パス 112(SM1_U2_7)による茂世路岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

112-940(SM1_U2_7) 北行 左 36.3° 2015.10.16 2018.10.26 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

散布山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

散布山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された散布山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。山頂付近に衛星視線方向短縮の位相変化が

認められるが、気象ノイズによる可能性がある。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

山頂周辺に位相変化が認められるが、気象ノイズによる位相変化を含んでいる可能性

がある。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

散布山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第１図 パス 15(SM1_U2_7)による散布山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。山頂付近に衛星視線方向短縮の位相変化が認められるが、気象

ノイズによる位相変化の可能性がある。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

15-2700(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.09.23 2018.08.22 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

指臼岳・小田萌山・択捉焼山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

指臼岳・小田萌山・択捉焼山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された指臼岳・小田萌山・択捉焼山周辺のデータについて干渉

処理を行ったので報告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。山頂付近に衛星視線方向短縮の位相変化が

認められるが、気象ノイズによる可能性がある。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

山頂周辺に位相変化が認められるが、気象ノイズによる位相変化を含んでいる可能性

がある。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

指臼岳・小田萌山・択捉焼山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第１図 パス 14(SM1_U2_9)による指臼岳・小田萌山・択捉焼山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。山頂付近に衛星視線方向短縮の位相変化が認められるが、気象

ノイズによる位相変化の可能性がある。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

14-2710(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2015.10.16 2018.09.14 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

択捉阿登佐岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

択捉阿登佐岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された択捉阿登佐岳周辺のデータについて干渉処理を行ったの

で報告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。山頂付近に衛星視線方向短縮の位相変化が

認められるが、気象ノイズによる可能性がある。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

択捉阿登佐岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第１図 パス 15(SM1_U2_8)による択捉阿登佐岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。山頂付近に衛星視線方向短縮の位相変化が認められるが、気象

ノイズによる可能性がある。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

15-2720(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.10.07 2018.09.05 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

ベルタルベ山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

ベルタルベ山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像されたベルタルベ山周辺のデータについて干渉処理を行ったの

で報告する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

ベルタルベ山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
第１図 パス 119(SM1_U2_6)によるベルタルベ山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

119-890(SM1_U2_6) 北行 右 32.4° 2015.06.05 2018.10.05 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

ルルイ岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

ルルイ岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像されたルルイ岳周辺のデータについて干渉処理を行ったので報

告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

ルルイ岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
第１図 パス 15(SM1_U2_9)によるルルイ岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

15-2720(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2015.10.21 2018.09.19 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

爺爺岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

爺爺岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された爺爺岳周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは，防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

爺爺岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
第１図 パス 15(SM1_U2_9)による爺爺岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

15-2720(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2015.10.21 2018.09.19 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

羅臼山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

羅臼山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された羅臼山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

33



第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

羅臼山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第１図 パス 16(SM1_U2_9)による羅臼山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

16-2730(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.09.14 2018.08.13 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

泊山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

泊山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された泊山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。また、一部のデータは、PIXEL で共有しているものであり、JAXA

と東京大学地震研究所の共同研究契約により JAXA から提供されたものである。PALSAR-2

に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2 の解析ソフトウェアは、防災科学

技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。また、処理の過程や結果の描画

においては、SRTM 90m Ver4.1 の数値地図を元にした DEHM を、地形の描画には数値地図

25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

泊山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第１図 パス 16(SM1_U2_7)による泊山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

16-2730(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.09.14 2018.08.13 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

恐山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

恐山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された恐山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 北行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

恐山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

第 1 図 パス 124(SM1_U2_9)による恐山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

124-810(SM1_U2_9) 北行 右 42.9° 2015.04.21 2018.04.17 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

八幡平 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

八幡平における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された八幡平周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

八幡平 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第 1 図 パス 118(SM1-U2_7)による八幡平周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

118-820(SM1_U2_7) 北行 左 36.2° 2015.05.17 2018.10.28 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

鳴子 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

鳴子における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された鳴子周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

鳴子 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第 1 図 パス 18(SM1-U2_7)による鳴子周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2830(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.09.24 2018.08.23 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

肘折 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

肘折における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された肘折周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

肘折 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第 1 図 パス 124(SM1-U2_7)による肘折周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2840(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.07.30 2018.06.28 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

沼沢 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

沼沢における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された沼沢周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

45



第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

沼沢 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第 1 図 パス 19(SM1-U2_6)による沼沢周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2860(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2015.10.22 2018.09.20 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

燧ケ岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

燧ケ岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された燧ケ岳周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

燧ケ岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第 1 図 パス 18(SM1-U2_9)による燧ケ岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2880(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2015.10.22 2018.09.20 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

高原山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

高原山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された高原山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお，各干渉解析結果について，対流圏遅延補正などは行っていないため，ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは，火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて，宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは，防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また，処理の過程や結果の描画においては，国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

高原山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第 1 図 パス 18(SM1-U2_8)による高原山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2870(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.07.30 2018.06.28 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

男体山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

男体山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された男体山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお，各干渉解析結果について，対流圏遅延補正などは行っていないため，ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは，火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて，宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは，防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また，処理の過程や結果の描画においては，国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

男体山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第 1 図 パス 18(SM1-U2_9)による男体山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2880(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2014.10.09 2018.09.20 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

赤城山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

赤城山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された赤城山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお，各干渉解析結果について，対流圏遅延補正などは行っていないため，ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは，火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて，宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは，防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また，処理の過程や結果の描画においては，国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

53



第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

赤城山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第 1 図 パス 18(SM1-U2_9)による赤城山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2880(SM1_U2_9) 南行 右 42.9° 2014.10.09 2018.09.20 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

榛名山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

榛名山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された榛名山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお，各干渉解析結果について，対流圏遅延補正などは行っていないため，ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは，火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて，宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは，防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また，処理の過程や結果の描画においては，国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

榛名山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第 1 図 パス 19(SM1-U2_7)による榛名山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

 

 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

19-2880(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2014.10.28 2018.11.06 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

横岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

横岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された横岳周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

横岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
第 1 図 パス 19(SM1-U2_7)による横岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

19-2890(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2014.10.28 2018.11.06 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

利島 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

利島における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された利島周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告す

る。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

利島 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
第 1 図 パス 18(SM1-U2_8)による利島周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2920(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.10.08 2018.10.18 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

御蔵島 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

御蔵島における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された御蔵島周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては，国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

御蔵島 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第 1 図 パス 18(SM1-U2_7)による御蔵島周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

18-2930(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.09.24 2018.11.15 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

伊豆鳥島 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

伊豆鳥島における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された伊豆鳥島周辺のデータについて干渉処理を行ったので報

告する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道及び南行軌道の長期ペアについて解析を行った。両方の軌道において島の中央

部で衛星視線方向伸張の位相変化が認められる。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

島の中央部において,衛星視線方向伸張の位相変化が認められる。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

伊豆鳥島 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

A                      B 

第 1 図 パス 17(SM1_U2_8)及びパス 125(SM1-U2_7)による伊豆鳥島周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。島の中央部で衛星視線方向伸張の位相変化が認められる。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

17-3000(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2014.09.20 2018.11.24 第 1 図-A 

125-600(SM1_U2_7) 北行 右 36.1° 2015.03.15 2018.03.25 第 1 図-B 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

三瓶山 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

三瓶山における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された三瓶山周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 北行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

三瓶山 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

第 1 図 パス 129(SM1-U2_7)による三瓶山周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

129-690(SM1_U2_7) 北行 右 36.2° 2014.08.23 2018.07.21 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

阿武火山群 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

阿武火山群における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された阿武火山群周辺のデータについて干渉処理を行ったので

報告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

67



第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

阿武火山群 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第１図 パス 23(SM1_U2_7)による阿武火山群周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

23-2920(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.11.30 2018.11.12 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

福江火山群 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

福江火山群における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された福江火山群周辺のデータについて干渉処理を行ったので

報告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

福江火山群 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
第１図 パス 24(SM1_U2_8)による福江火山群周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

24-2960(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2016.01.02 2018.12.01 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

米丸・住吉池 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

米丸・住吉池における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された米丸・住吉池周辺のデータについて干渉処理を行ったの

で報告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

米丸・住吉池 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第１図 パス 23(SM1_U2_7)による米丸・住吉池周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

23-2980(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.08.24 2018.08.20 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

池田・山川 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

池田・山川における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された池田・山川周辺のデータについて干渉処理を行ったので

報告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

池田・山川 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第１図 パス 23(SM1_U2_7)による池田・山川周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

23-2990(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.08.24 2018.08.20 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

開聞岳 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

開聞岳における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された開聞岳周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。 

  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

開聞岳 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第１図 パス 23(SM1_U2_7)による開聞岳周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

23-2990(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.08.24 2018.08.20 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

口之島 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

口之島における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された口之島周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

口之島 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

第１図 パス 23(SM1_U2_8)による口之島周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

23-3020(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.12.28 2018.11.26 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

中之島 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

中之島における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された中之島周辺のデータについて干渉処理を行ったので報告

する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

中之島 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 
 

第１図 パス 23(SM1_U2_8)による中之島周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

23-3020(SM1_U2_8) 南行 右 39.6° 2015.12.28 2018.11.26 第 1 図 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

硫黄鳥島 

ALOS-2/PALSAR-2 データを用いた 

硫黄鳥島における SAR 干渉解析結果 
 

 

 

1. はじめに 

 ALOS−2/PALSAR-2 で撮像された硫黄鳥島周辺のデータについて干渉処理を行ったので報

告する。 

 

2.解析結果 

 南行軌道の長期ペアについて解析を行った。ノイズレベルを超えるような位相変化は検

出されなかった。 

 なお、各干渉解析結果について、対流圏遅延補正などは行っていないため、ノイズが重

畳している可能性がある。 

 

 

謝辞 

 本解析で用いた PALSAR-2 データは、火山噴火予知連絡会が中心となって進めている防災

利用実証実験（衛星解析グループ）に基づいて、宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて観測・

提供されたものである。PALSAR-2 に関する原初データの所有権は JAXA にある。PALSAR-2

の解析ソフトウェアは、防災科学技術研究所の小澤拓氏により開発された RINC を使用した。

また、処理の過程や結果の描画においては、国土地理院の数値地図 10m メッシュ（標高）

を元にしたDEHMを、地形の描画には数値地図25000(行政界・海岸線)のデータを使用した。

ここに記して御礼申し上げます。  

ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 
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第 143 回火山噴火予知連絡会  気象庁 

硫黄鳥島 

表 1 干渉解析に使用したデータ 

 

 

 

第１図 パス 24(SM1_U2_7)による硫黄鳥島周辺の干渉解析結果 

図中の白三角印は山頂位置を示す。ノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。 

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Figure No. 

24-3050(SM1_U2_7) 南行 右 36.1° 2015.09.26 2018.06.16 第 1 図 
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